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今月の担当

R２.1123

お悩みの方へでひきこもり
北海道ひきこもり成年相談センター

札幌市白石区平和通 17丁目北 1-13

北海道立精神保健福祉センター
札幌市白石区本通 16丁目北 6-34

ひきこもり当事者とその家族を対象としたグループ
支援や、相談を受け付けます。

「青年期親の会」では、青年期における対人不安、
抑うつ、社会的ひきこもりなどの家族を持ち悩んで
いる家族がお互いに話し合い、孤立感を和らげ、状
況を理解しながら家族の対応を考えます。

子ども相談支援センター
札幌市中央区北 3条西 7丁目道庁別館 8階

不登校やいじめなどに悩む児童生徒や保護者からの
相談を受け付けます。

ひきこもりとは、病気や体が不自由など、外
出できない状況ではないにもかかわらず、さま
ざまな要因を背景にして、就労や就学など社会
的活動の期間が長期（一般に６カ月以上）にわ
たって失われている状態をいいます。
ひきこもりがある程度長期化し、回復のきっ
かけが見つからない場合には、ひとりで悩みを
抱え込んだり家族の力だけで何とかしなければ
と考えず、専門の相談機関に相談することも１
つの方法です。
まずは、ご本人とご家族が一歩踏み出すとこ
ろから始めましょう。お悩みの方は下記の相談
窓口にご相談ください。

問い合わせ　住民課 健康推進グループ　☎26-7871（総合ケアセンターゆくり内）

●電話相談
☎011-863-8733（相談専用）
平日9時30分～12時、13時～16時（土曜・日曜・
祝日、年末年始を除く）
●来所相談　※予約制
平日9時～17時（土曜・日曜・祝日、年末年始を除く）
●メール相談
こころのリカバリー総合支援センターのホームペー
ジをご利用ください。
http://www.kokoro-recovery.org
※返信には10日程度かかる場合があります

●日時
毎月第４木曜日　10時30分～15時
※12月は第３木曜日
●場所
北海道立精神保健センター　集団治療室
●参加対象者
ひきこもり当事者の家族（受入人数は20人以内）
●電話相談　011-864-7000（平日）

●電話相談
☎0120-3882-56　毎日24時間対応
●来所相談　※予約制
平日10時～16時（土曜・日曜・祝日、年末年始を
除く）
●メール相談
doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
※返信には数日かかる場合があります。

 11月20日(金)、12月18日（金）
10時～15時（一人あたり50分程度）

総合ケアセンターゆくり

と　き

ところ

厚真町いのちを支える計画
ダイジェスト②

『
厚
真
町
い
の
ち
を
支
え
る
計
画
』
に
つ

い
て
、
５
月
号
で
は
、
自
殺
の
状
況
、
こ
こ

ろ
の
健
康
に
関
す
る
概
況
、
自
殺
の
傾
向
と

対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

自
殺
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
で
す
。
自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健

上
の
健
康
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
過
労
や
生

活
困
窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤

立
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
が
あ
り
、

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な
問
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、「
町
民
一
人
ひ
と

り
が
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
し
、

と
も
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
」
を
本
計
画
の
基
本
理
念
と

し
、「
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と

の
な
い
厚
真
町
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
目
標

厚
真
町
の
自
殺
死
亡
率
の
現
状
値
と
目
標

は
次
の
通
り
で
す
。

現
状
値
29.7

目

標
25.2

※
10
万
対

※
過
去
５
年
間（
平
成
25
〜
29
年
）

自
殺
対
策
に
お
け
る
基
本
体
系
と
基
本
施
策

町
で
は
国
が
示
す
資
料
を
参
考
に
次
の
よ

う
な
体
制
で
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
の
紹
介

◆
基
本
施
策
2　
自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
の
育

成
に
つ
い
て

住
民
や
関
係
者
な
ど
身
近
に
い
る
人
が
、
早
期

に
悩
み
や
生
活
上
の
困
難
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、

想
い
に
寄
り
添
い
、
必
要
に
応
じ
て
地
域
ぐ
る
み

で
専
門
職
に
つ
な
ぐ
行
動
が
と
れ
る
よ
う
な
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

◆
重
点
施
策
3　
震
災
等
被
災
地
に
つ
い
て

自
然
災
害
で
は
、
家
族
や
親
族
、
知
人
、
住
居
、

生
業
を
突
然
喪
失
し
た
り
、
身
体
や
心
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
被
災
者
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
災
者
は
、
生

活
再
建
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
要
因
を

抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
再
建
な
ど
の
復

興
関
連
施
策
と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、
自
殺
対

策
と
し
て
、
孤
立
防
止
や
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
つ
い

て
中
長
期
的
・
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「眠れない」「人の視線が気になる」
「人に会いたくない」「以前よりイライラする」
「日常生活に支障が出るほどお酒を飲む」

「何事にも集中できない」…。

本人やご家族のこころの健康について臨床心理士が相談に応じます。
問い合わせ　住民課 健康推進グループ　☎26-7871（総合ケアセンターゆくり内）

こんなこと、ありませんか。

こころの相談

基
本
施
策
▽
自
殺
全
般
に
関
す
る
対
応
策

1
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

2
自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
の
育
成

3
住
民
へ
の
啓
発
と
周
知

4
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
へ
の
支
援

5 
児
童
生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に

関
す
る
教
育

〔
対
象
者
〕

1
高
齢
者

2
生
活
困
窮
者

3
震
災
等
被
災
地

重
点
施
策
▽
自
殺
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能

性
が
あ
る
人
を
対
象
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

生
き
る
支
援
の
関
連
施
策
▽
自
殺
対
策
の

観
点
か
ら
、
行
政
と
し
て
各
課
や
関
係
団

体
の
事
業
を
整
理
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解

決
の
た
め
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
て
横

断
的
に
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

内　
容

事
業
名

身
近
な
活
動
で
気
づ
き
、
見
守
り
を

行
う
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

内　
容

事
業
名

保
健
師
な
ど
が
、
被
災
者
の
孤
立
防

止
、
こ
こ
ろ
の
問
題
に
早
く
気
づ
き
対

応
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
ほ
か
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
技
術
な
ど
専
門
的
な
知
見

を
有
す
る
臨
床
心
理
士
を
活
用
し
た
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
を
通

し
て
把
握
さ
れ
た
課
題
か
ら
こ
こ
ろ
対

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

災
害
時
こ
こ
ろ
の
ケ
ア




